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に効果のあることを認めた。　　　　　　　　　　　　　　以で考察したのである。

　筆者等も長野県の如き轡畢気澱上昇が晩く秋畢早冷の　　　　　　　　　第工表　気象状況（昭羽127年）

t也方に於て，・早生系品腫は勿論，そとに不i薗作の晩．ヒ系

品種でも播種期の繰上げに匹敵する育薗移植によつてそ　　　月別

の開花・開禦を促進増加させ該晶樋本来の多澱隆を利用

してどの蒼、度増産し得るかを知る1訓約fdt　L’」、て冒Ll－）t験を行　　　　　5

つた。未だ1回の試験ではあるが，その面に少なからぬ　　　　6

効果のあることを認めたので之を予報し璽にその効果の　　　7

内容を追棚し或隊移櫃方法を検討する上に於て御教示を　　　8

得たいと思5のである。　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
　　　　　　　試験材料及び方法　　　　　　　　　　11

　試験地は当学部実験畏煽である。供試品種は関翼i1号r
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で，当地旅於ける適繍種とは瀧ないがその強雌　　先づ1購白勺にその生跡麟が轍働婆1によつ｝鋤長

．多灘を利肌たいと。うから之を用いた講駆は　騰さ批状況をみる鵬猿蜘く舳る・之剛1’・
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第2i喪　飽脊・成熟の概況（1株平均）
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又第1V旬の累加蒲数即ち金蕾数に於て1両lx闇1こ冶轍蕗が　　　開花が促進されたと誌められる。又第W旬に於ける開花

語められ，移糖区の藩幣数嚇：硫播区のそれに比鞍して著　　　累力ll数即ち全關花数の澗区闇には4，8の商漁薙があり，

しく多く，育苗移植によつて脊効瓶［’数が多くなる効果　　有効開花の増加にも育苗移穣の効果が認められた。
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　第5表にみる如く，両区の關禦期聞は火きく毅なり，　　　得目禦の大部分ほ第V旬であるが慮播区のそれは第V旬か

移植区は開禦始が早かつたので著しく長期であるが，開　　　ら第1肛旬に互つており，移獺区の開禦鳳数±食的に早か

禦最盛期は両区共10月末から11月始めであつた。父剃V　　つた。即ち開架も開花と相徳つて育蘭移糖によつて促進

髄には，繍区は全開撒の告に酬・徽みている　瑠・璽磁・
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（この旬間開紫の多くレ」二不完錫i鞠の累加開紮数illlち　　脚こII．llいけれども一締1獣に於ける移欄κのlll辮蹄が旧：

全開禦数にも両区闇に蒋意藻3．8ヵ窺あり，移梢区の開累　　　播区のそれに優るのに反して，岡氏蒔の鎌i験に於U’る処

数が羽かに多く，開黎数の増加にも育苗橿植の効果が誌　　　理区Ct）開鮒、率が無処理区のそれより著しく低いことから

めら牙1．た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推して，同氏∫「、監1；の力法では実1：冊ll幻止の増1陳に封する期得

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ瀞くなるので，本試1験の如き；【」ロ1移粗によつてそ‘～）成

　　　　　　　　　　考察　　　　糊撒踊収翻」す肋澱枷鷹ると脇。滴。
　棉は元来移撤困難ホr作物とされていたが，秋元氏（19　　　　とにかく本報告は『f報であっで，播種期繰一ヒげli数．

35㌦，。perp。t　t。よる移1促i撚携案1、．．．その繍　禾辮欄・、酬　1・、瀦・について撒捌ほ帥舳るから

成績から之が爽用に適することを認めた。而’し“ご同bUtrJ－．　、その結果を得つて1憂に檎討する轡で隆る。

鷺嚇嵩課纏　落驚｛お膿懸　　　摘要
結果枝数・葉数鯵に於て優ること誌めている。f塩ノi三原　　　　本試届i騙：，曝寧気温上昇が11免く，秋軍lll冷の地方クこ於

氏α鵡は、舗の㈱1儲の翻な㈱“㈹鷲3鱗　け翻の茄孝蹴鰍が醐1襯魁醐鴻如f可1賄
藥1博代迄で，それより礫れて腺いけない。たとえそのi噂　　　利な’i翻獣ノ1であゐかを知ゐノ；二めにM：わ才1・たΩ
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育・開累の促進効果は認められなかつたと報告し℃い　　　進し，爽ζ棉」悩量を増加寸ると鯨う効果のあることが一応

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1総められた。
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